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越
前
市
の
「
ボ
ル
ガ
ラ
イ
ス
」
と

「
駅
前
中
華
そ
ば
」
の
代
表
が

お
笑
い
ト
ー
ク

 
　
四
月
一
〇
日
夜
、
坂
井
あ
わ
ら
市
民

自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
「
若

者
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
講
演
会
が
、

坂
井
市
交
流
セ
ン
タ
ー
「
い
ね
す
」
で

坂
井
市
、
あ
わ
ら
市
の
市
民
、
市
議
会

議
員
、
自
治
体
職
員
な
ど
四
〇
名
が
参

加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
越
前
市
で
今
や
全
国
的

な
注
目
を
集
め
て
い
る
「
ボ
ル
ガ
ラ
イ

ス
」
と
「
駅
前
中
華
そ
ば
」
の
活
動
団

体
代
表
の
ボ
ル
ガ
ラ
ー
協
会
の
波
多
野

翼
さ
ん
と
、
温
盛
一
杯
中
華
M
E
N
s

の
上
城
戸
佑
基
さ
ん
の
二
人
が
、
活
動

の
発
端
か
ら
今
日
ま
で
の
経
過
を
楽
し

く
面
白
い
漫
才
の
よ
う
に
語
り
、
会
場

は
何
度
も
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

 

二
人
は
、
参
加
者
の
質
問
に
答
え
な

が
ら
、
自
分
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
を

勝
手
に
楽
し
く
サ
ー
ク
ル
活
動
の
よ
う

に
や
っ
て
い
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
凄

い
反
響
で
拡
が
っ
た
、
行
政
の
補
助
金

が
な
け
れ
ば
街
づ
く
り
が
出
来
な
い
な

ど
と
い
う
人
も
多
い
が
自
前
だ
か
ら
好

き
な
こ
と
が
で
き
る
。
越
前
市
の
職
員

だ
が
仕
事
で
や
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
、
で
も
活
動
す
る
こ
と
で
市
民
と
の

触
れ
合
い
が
幅
広
く
な
り
市
役
所
と
市

民
の
垣
根
が
低
く
な
っ
た
り
、
意
外
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
公
務
の
仕
事
が
や
り

や
す
く
な
っ
て
い
る
点
は
あ
る
。
こ
れ

か
ら
も
自
由
に
楽
し
く
や
り
た
い
こ
と

を
自
前
で
や
っ
て
い
き
た
い
と
話
し
ま

し
た
。

 

「
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
家
庭
料
理
」
の

コ
ー
ナ
ー
も
好
評

 

　
講
演
会
で
は
、
こ
の
後
、
喫
茶
店
オ

ー
ナ
ー
で
、
あ
わ
ら
市
議
で
も
あ
る
吉

田
太
一
さ
ん
か
ら
「
パ
ラ
パ
ラ
チ
ャ
ー

ハ
ン
の
作
り
方
」
の
料
理
一
言
ア
ド
バ

イ
ス
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
家
庭
で
も

専
門
店
の
よ
う
な
パ
ラ
パ
ラ
チ
ャ
ー
ハ

ン
を
上
手
に
つ
く
る
コ
ツ
が
分
か
り
や

す
く
伝
授
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
が
主
催
す
る
「
第
二
回
福
祉
自
治

研
集
会
」
が
開
か
れ
、
市
民
、
自
治
体

職
員
な
ど
八
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
集
会
は
第
一
部
と
し
て
産
経
新
聞
社

編
集
局
文
化
部
社
会
保
障
班
の
「
佐
藤

好
美
」
さ
ん
が
「
介
護
保
険
、
未
来
に

向
け
て
―
各
地
の
取
り
組
み
か
ら
」
と

題
し
た
講
演
を
行
い
、
全
国
の
高
齢
者

施
設
や
自
治
体
の
先
進
的
な
取
り
組
み

を
紹
介
し
な
が
ら
、
今
後
の
政
策
や
自

治
体
、
市
民
と
し
て
の
関
わ
り
方
に
つ

い
て
課
題
を
提
起
し
、
参
加
者
に
も
自

分
自
身
の
問
題
と
し
て
考
え
る
よ
う
に

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
二
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、

第
一
分
科
会
で
は
「
め
ざ
す
べ
き
公
的

保
育
保
障
と
は
」
の
テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
パ
ネ

ラ
ー
は
自
治
労
県
本
部
の
社
会
福
祉
評

議
会
議
長
で
保
育
士
の
「
山
内
章
裕
」

さ
ん
、
県
本
部
社
会
福
祉
評
議
会
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
で
福
井
市
役
所
の
「
大
嶋

智
」
さ
ん
、
助
言
者
に
は
自
治
労
中
央

本
部
社
会
福
祉
評
議
会
保
育
部
会
長
の

「
東
向
旬
子
」
さ
ん
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
県
本
部
社
会
福
祉
評
議
会
事
務

局
長
の
「
野
田
博
幸
」
さ
ん
が
務
め
ま

し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

県
内
の
保
育
園
で
起
き
て
い
る
保
育
の

現
状
や
保
育
士
の
悩
み
や
苦
労
、
行
政

と
し
て
の
問
題
点
、
今
後
の
運
動
の
方

向
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
第
二
分
科
会
で
は
、
福
井
県
地
方
自

治
研
究
セ
ン
タ
ー
副
理
事
長
の
「
伊
藤

藤
夫
」
さ
ん
が
、
自
治
体
職
員
と
し
て

の
住
民
と
職
員
の
関
係
、
仕
事
の
改
善

と
市
民
協
働
、
県
内
の
自
治
体
に
お
け

る
福
祉
政
策
と
担
当
者
の
活
躍
な
ど
に

つ
い
て
具
体
的
な
事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
講
演
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
新
た
な
自
覚
と
決

意
で
住
民
に
喜
ば
れ
る
福
祉
政
策
を
作

り
た
い
と
の
声
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

四
万
十
市
の
宮
本
昌
博
さ
ん
を
招
い

て
の
講
演
会
　
１
５
０
人
が
参
加

「
地
域
づ
く
り
」
は
地
域
社
会
で
の

「
人
と
人
と
の
共
同
発
達
関
係
づ
く
り
」

　
四
月
二
五
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
丹
南
市

民
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
高
知
県
四

万
十
市
の
職
員
で
全
国
地
域
づ
く
り
交

流
セ
ン
タ
ー

代
表
世
話
人

の
宮
本
昌
博

さ
ん
を
講
師

に
招
き
、
越

前
市
公
民
館

連
合
会
、
公

民
館
職
員
組

合
、
福
井
県

地
方
自
治
研

究
セ
ン
タ
ー

と
共
催
し
て

「
地
域
づ
く

り
と
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
か
」
と
題
す
る
市
民
講
演

会
を
開
き
、
市
内
の
公
民
館
長
、
地
域

づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
、
公
民
館
職
員
、
自

治
体
職
員
の
皆
さ
ん
１
５
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

 

講
師
の
宮
本
さ
ん
は
、
四
万
十
市
の

各
地
や
集
落
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
具

体
的
な
事
例
を
幾
つ
も
紹
介
し
な
が
ら
、

地
域
づ
く
り
は
住
民
自
身
が
主
役
と
し

て
行
う
も
の
で
あ
り
、
一
人
一
人
の
心

を
つ
な
ぎ
と
め
る
の
が
第
一
の
目
標
。

行
政
の
行
う
調
査
活
動
は
紙
の
ア
ン
ケ

ー
ト
が
主
に
な
っ
て
い
る
が
、
自
分
た

ち
の
調
査
活
動
は
住
民
の
所
に
出
か
け

て
九
〇
分
間
じ
っ
く
り
と
話
を
聞
き
、

人
生
の
生
き
方
、
思
い
な
ど
を
聞
き
な

が
ら
把
握
し
、
本
音
の
声
や
要
望
を
聞

い
て
い
る
。
寝
た
き
り
の
人
も
何
も
周

り
に
影
響
を
与
え
な
い
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
家
族
の
介
護
力
、
推
察
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
地
域
全
体
で
の
連
帯
す

る
力
を
養
っ
て
い
る
。

　
住
み
よ
い
地
域
と
は
個
人
が
周
り
に

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
を
当
た
り
前
の
よ

う
に
人
々
に
言
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と

で
は
な
い
か
。
現
代
は
世
の
中
全
体
が

人
と
人
と
の
関
係
を
壊
す
方
向
で
動
い

て
い
る
た
め
に
、
家
族
も
地
域
も
職
場

も
、
そ
の
ま
ま
で
い
た
ら
壊
れ
て
し
ま

う
、
「
つ
く
ら
な
け
れ
ば
壊
さ
れ
る
時

代
だ
」

　
私
た
ち
が
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
の

は
「
地
域
社
会
づ
く
り
」。
人
と
人
と

の
関
係
が
「
は
げ
ま
さ
れ
た
り
」
「
は

げ
ま
し
た
り
」
に
な
っ
て
い
る
。
地
域

づ
く
り
と
は
地
域
社
会
に
お
け
る
人
と

人
と
の
共
同
発
達
関
係
づ
く
り
、
な
ど

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

 

こ
の
講
演
会
は
福
井
県
地
方
自
治
研

究
セ
ン
タ
ー
も
共
催
し
ま
し
た
。

　
丹
南
自
治
研
セ
ン
タ
ー
が

　
　
宮
城
県
塩
竃
市
の
特
産
品
販
売

　
大
震
災
や
防
災
、
東
北
支
援
忘
れ

な
い
で
と
呼
び
か
け

　
四
月
二
八
日
、
越
前
市
の
今
立
芸
術

館
一
帯
で
開
か
れ
た
「
ア
ー
ス
デ
ィ
ー

え
ち
ぜ
ん
２
０
１
３
」
に
参
加
し
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
丹
南
市
民
自
治
研
究
セ
ン
タ

ー
は
、
東
北
大
震
災
復
興
支
援
の
気
持

ち
を
込
め
て
宮
城
県
塩
竈
市
の
特
産
品

販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
販
売
さ
れ
た
の
は
、
「
塩
竃
の
藻

塩
」
を
は
じ
め
、
「
藻
塩
ク
リ
ス
ピ
ー

チ
ョ
コ
」
「
天
か
ま
」
「
銘
菓
志
ほ
が

ま
」
な
ど
、
福
井
で
は
日
頃
み
た
こ
と

の
な
い
品
ば
か
り
で
午
後
に
は
参
加
者

の
協
力
も
あ
り
殆
ど
の
品
が
売
り
切
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
被
災
時
の
写
真
や
現
在
の
写

真
も
展
示
さ
れ
、
大
震
災
と
防
災
、
東

北
の
事
を
忘
れ
な
い
で
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

　
塩
竃
市
の
特
産
販
売
に
あ
た
っ
て
は
、

越
前
市
の
職
員
が
被
災
地
支
援
と
し
て

派
遣
さ
れ
て
い
る
自
治
体
で
あ
り
、
丹

南
自
治
研
セ
ン
タ
ー
の
小
嶋
事
務
局
長

も
三
月
ま
で
赴
任
し
て
い
た
こ
と
か
ら

今
回
の
取
り
組
み
と
な
り
、
特
産
品
に

つ
い
て
は
塩
竃
市
の
関
係
者
の
方
か
ら
、

送
料
や
価
格
の
サ
ー
ビ
ス
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
、
保
育
、
自
治
研
活
動

　
な
ど
八
十
五
名
が
学
ぶ

　
六
月
二
十
二
日
、
鯖
江
市
の
響
陽
会

館
で
自
治
労
福
井
県
本
部
社
会
福
祉
評

坂
井
市
で「
若
者
た
ち
の

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
」講
演
会

ア
ー
ス
デ
ィ
ー
え
ち
ぜ
ん

　
　
　
　
　
　
２
０
１
３

自
治
労
福
井
県
本
部

福
祉
自
治
研
集
会
ひ
ら
く

越
前
市
で
地
域
づ
く
り
を

　
学
ぶ
講
演
会

地域からのミニ・レポート
自治研の
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行
わ
れ
、
パ
ネ

ラ
ー
は
自
治
労
県
本
部
の
社
会
福
祉
評

議
会
議
長
で
保
育
士
の
「
山
内
章
裕
」

さ
ん
、
県
本
部
社
会
福
祉
評
議
会
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
で
福
井
市
役
所
の
「
大
嶋

智
」
さ
ん
、
助
言
者
に
は
自
治
労
中
央

本
部
社
会
福
祉
評
議
会
保
育
部
会
長
の

「
東
向
旬
子
」
さ
ん
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
県
本
部
社
会
福
祉
評
議
会
事
務

局
長
の
「
野
田
博
幸
」
さ
ん
が
務
め
ま

し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

県
内
の
保
育
園
で
起
き
て
い
る
保
育
の

現
状
や
保
育
士
の
悩
み
や
苦
労
、
行
政

と
し
て
の
問
題
点
、
今
後
の
運
動
の
方

向
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
第
二
分
科
会
で
は
、
福
井
県
地
方
自

治
研
究
セ
ン
タ
ー
副
理
事
長
の
「
伊
藤

藤
夫
」
さ
ん
が
、
自
治
体
職
員
と
し
て

の
住
民
と
職
員
の
関
係
、
仕
事
の
改
善

と
市
民
協
働
、
県
内
の
自
治
体
に
お
け

る
福
祉
政
策
と
担
当
者
の
活
躍
な
ど
に

つ
い
て
具
体
的
な
事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
講
演
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
新
た
な
自
覚
と
決

意
で
住
民
に
喜
ば
れ
る
福
祉
政
策
を
作

り
た
い
と
の
声
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

四
万
十
市
の
宮
本
昌
博
さ
ん
を
招
い

て
の
講
演
会
　
１
５
０
人
が
参
加

「
地
域
づ
く
り
」
は
地
域
社
会
で
の

「
人
と
人
と
の
共
同
発
達
関
係
づ
く
り
」

　
四
月
二
五
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
丹
南
市

民
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
高
知
県
四

万
十
市
の
職
員
で
全
国
地
域
づ
く
り
交

流
セ
ン
タ
ー

代
表
世
話
人

の
宮
本
昌
博

さ
ん
を
講
師

に
招
き
、
越

前
市
公
民
館

連
合
会
、
公

民
館
職
員
組

合
、
福
井
県

地
方
自
治
研

究
セ
ン
タ
ー

と
共
催
し
て

「
地
域
づ
く

り
と
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
か
」
と
題
す
る
市
民
講
演

会
を
開
き
、
市
内
の
公
民
館
長
、
地
域

づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
、
公
民
館
職
員
、
自

治
体
職
員
の
皆
さ
ん
１
５
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

 

講
師
の
宮
本
さ
ん
は
、
四
万
十
市
の

各
地
や
集
落
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
具

体
的
な
事
例
を
幾
つ
も
紹
介
し
な
が
ら
、

地
域
づ
く
り
は
住
民
自
身
が
主
役
と
し

て
行
う
も
の
で
あ
り
、
一
人
一
人
の
心

を
つ
な
ぎ
と
め
る
の
が
第
一
の
目
標
。

行
政
の
行
う
調
査
活
動
は
紙
の
ア
ン
ケ

ー
ト
が
主
に
な
っ
て
い
る
が
、
自
分
た

ち
の
調
査
活
動
は
住
民
の
所
に
出
か
け

て
九
〇
分
間
じ
っ
く
り
と
話
を
聞
き
、

人
生
の
生
き
方
、
思
い
な
ど
を
聞
き
な

が
ら
把
握
し
、
本
音
の
声
や
要
望
を
聞

い
て
い
る
。
寝
た
き
り
の
人
も
何
も
周

り
に
影
響
を
与
え
な
い
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
家
族
の
介
護
力
、
推
察
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
地
域
全
体
で
の
連
帯
す

る
力
を
養
っ
て
い
る
。

　
住
み
よ
い
地
域
と
は
個
人
が
周
り
に

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
を
当
た
り
前
の
よ

う
に
人
々
に
言
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と

で
は
な
い
か
。
現
代
は
世
の
中
全
体
が

人
と
人
と
の
関
係
を
壊
す
方
向
で
動
い

て
い
る
た
め
に
、
家
族
も
地
域
も
職
場

も
、
そ
の
ま
ま
で
い
た
ら
壊
れ
て
し
ま

う
、
「
つ
く
ら
な
け
れ
ば
壊
さ
れ
る
時

代
だ
」

　
私
た
ち
が
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
の

は
「
地
域
社
会
づ
く
り
」。
人
と
人
と

の
関
係
が
「
は
げ
ま
さ
れ
た
り
」
「
は

げ
ま
し
た
り
」
に
な
っ
て
い
る
。
地
域

づ
く
り
と
は
地
域
社
会
に
お
け
る
人
と

人
と
の
共
同
発
達
関
係
づ
く
り
、
な
ど

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

 

こ
の
講
演
会
は
福
井
県
地
方
自
治
研

究
セ
ン
タ
ー
も
共
催
し
ま
し
た
。

　
丹
南
自
治
研
セ
ン
タ
ー
が

　
　
宮
城
県
塩
竃
市
の
特
産
品
販
売

　
大
震
災
や
防
災
、
東
北
支
援
忘
れ

な
い
で
と
呼
び
か
け

　
四
月
二
八
日
、
越
前
市
の
今
立
芸
術

館
一
帯
で
開
か
れ
た
「
ア
ー
ス
デ
ィ
ー

え
ち
ぜ
ん
２
０
１
３
」
に
参
加
し
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
丹
南
市
民
自
治
研
究
セ
ン
タ

ー
は
、
東
北
大
震
災
復
興
支
援
の
気
持

ち
を
込
め
て
宮
城
県
塩
竈
市
の
特
産
品

販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
販
売
さ
れ
た
の
は
、
「
塩
竃
の
藻

塩
」
を
は
じ
め
、
「
藻
塩
ク
リ
ス
ピ
ー

チ
ョ
コ
」
「
天
か
ま
」
「
銘
菓
志
ほ
が

ま
」
な
ど
、
福
井
で
は
日
頃
み
た
こ
と

の
な
い
品
ば
か
り
で
午
後
に
は
参
加
者

の
協
力
も
あ
り
殆
ど
の
品
が
売
り
切
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
被
災
時
の
写
真
や
現
在
の
写

真
も
展
示
さ
れ
、
大
震
災
と
防
災
、
東

北
の
事
を
忘
れ
な
い
で
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

　
塩
竃
市
の
特
産
販
売
に
あ
た
っ
て
は
、

越
前
市
の
職
員
が
被
災
地
支
援
と
し
て

派
遣
さ
れ
て
い
る
自
治
体
で
あ
り
、
丹

南
自
治
研
セ
ン
タ
ー
の
小
嶋
事
務
局
長

も
三
月
ま
で
赴
任
し
て
い
た
こ
と
か
ら

今
回
の
取
り
組
み
と
な
り
、
特
産
品
に

つ
い
て
は
塩
竃
市
の
関
係
者
の
方
か
ら
、

送
料
や
価
格
の
サ
ー
ビ
ス
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
、
保
育
、
自
治
研
活
動

　
な
ど
八
十
五
名
が
学
ぶ

　
六
月
二
十
二
日
、
鯖
江
市
の
響
陽
会

館
で
自
治
労
福
井
県
本
部
社
会
福
祉
評

坂
井
市
で「
若
者
た
ち
の

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
」講
演
会

ア
ー
ス
デ
ィ
ー
え
ち
ぜ
ん

　
　
　
　
　
　
２
０
１
３

自
治
労
福
井
県
本
部

福
祉
自
治
研
集
会
ひ
ら
く

越
前
市
で
地
域
づ
く
り
を

　
学
ぶ
講
演
会

地域からのミニ・レポート
自治研の
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第 ２３ 回 参 議 院 議 員 選 挙 結 果 大和田
日記

自治研センターの会員を募集しています。ぜひ積極的な加入をお願いします。

個人会員　1年間 2,000円　　団体会員　1口 5,000円

●活動内容と会員サービス
１．当自治研センターが主催する各種講演会、学習会について会員の皆さんにご案内を差し上げます。
２．会員が集会や講演会をされる場合、講師のご紹介や会場の斡旋を行います。
３．住民本位の地域政策を策定していくため、課題別の研究会を設け、活動を進めます。
４．当センターの活動経過や各種情報、研究成果等を掲載する「自治研ふくい」を発刊し、会員にはご自
　宅へ無料で送付します。

【申込先】 〒910-0802 福井市大和田町38－30－3
 自治労福井県本部内 TEL(0776)57－5800　FAX(0776)57－0690
  E-mail：f-jichiken@ubcnet.or.jp

福井県地方自治研究センター会員募集

◎
活
動
の
記
録
（
２
０
1
３
年
２
月
〜
）

　
13
年
２
月
15
日
 

第
21
回
福
井
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
総
会
（
自
治
労
県
本
部
会
館
）

　
13
年
２
月
28
日
 

地
方
財
政
セ
ミ
ナ
ー
（
東
京
砂
防
会
館
）

　
13
年
4
月
22
日
 

第
1
回
県
自
治
研
セ
ン
タ
ー
幹
事
会
（
ホ
テ
ル
フ
ジ
タ
）

　
13
年
4
月
10
日
 

坂
井
あ
わ
ら
市
民
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
・
講
演
会
（
共
催
）

　
13
年
4
月
17
日
 

自
治
労
北
信
地
連
自
治
研
推
進
委
員
会
（
金
沢
市
・
自
治
労
石
川
県
本
部
）

　
13
年
4
月
25
日
 

丹
南
市
民
自
治
研
セ
ン
タ
ー
・
市
民
セ
ミ
ナ
ー
（
越
前
市
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
）（
共
催
）

　
13
年
5
月
16
日
 

自
治
研
ふ
く
い
企
画
　
福
井
県
連
合
青
年
団
取
材
（
福
井
市
）

　
13
年
5
月
23
日
 

自
治
研
ふ
く
い
第
一
回
編
集
委
員
会
（
自
治
労
県
本
部
会
館
）

　
13
年
6
月
11
日
 

東
北
大
震
災
・
派
遣
職
員
座
談
会
（
自
治
労
県
本
部
会
館
）

　
13
年
6
月
15
日
 

福
井
競
輪
労
組
・
職
場
探
訪
取
材
　
（
福
井
競
輪
事
務
所
）

　
13
年
6
月
22
日
 

福
井
県
福
祉
自
治
研
集
会
（
鯖
江
市
・
嚮
陽
会
館
）

　
13
年
7
月
12
日
 

丹
南
市
民
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
・
憲
法
を
考
え
る
学
習
会
（
越
前
セ
ン
チ
ェ
リ
ー
プ
ラ
ザ
）

◎
編
集
後
記

　
編
集
委
員
に
任
命
さ
れ
、
I
隊
長
に
取
材
の
段
取
り
を
一
任
さ
れ
ま
し
た
。
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
終
的
な
校
正
ま
で
も
隊
長
の
指
導
を
仰
ぎ
っ
ぱ
な
し
で
し
た
が
、
紙
面
が
形
に
な
る
に

つ
れ
、
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
次
号
の
発
行
に
あ
た
っ
て
は
、
自
分
の
感
じ
た
楽
し
さ
を
何
ら
か
の
形
で
伝
え

ら
れ
る
よ
う
な
紙
面
作
り
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
被
災
地
自
治
体
に
派
遣
さ
れ
た
職
員
に
よ
る
座
談
会
を
行
っ
て
み
て
、
皆
さ
ん
自
分
の
体
験
と
し
て
被
災
地
を
語

る
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
紙
面
と
し
て
、
ラ
イ
ブ
感
を
ど
の
程
度
伝
え
き
れ
て
い
る
の
か
不
安
は
残
り

ま
す
が
、
座
談
会
で
語
ら
れ
た
思
い
の
半
分
で
も
伝
え
る
こ
と
が
出
来
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
編
集
担
当
　（
野
田
）

◎
投
稿
募
集
！

　
「
自
治
研
ふ
く
い
」
で
は
、
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
自
治
体
の
動
き
や
町
の
活
動
、
職
場
で
の
話
題
な
ど
、
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

１６１，９５５
５４，３０９
３６，６２１
３０，２５２
１９，８１２
１８，８８７
５，０６４
３，７８８
２，３５２
２，１７０
２，０３８
１，７０４

滝波　宏文（自民.新）
藤野　利和（民主.新）
山田　和雄（共産.新）
白川　康之（諸派.新）

ふじの　利和 たきなみ　宏文 山田　かずお 白川　やすゆき

候補者名

党派の名称
開票区名＼候補者名

５６,４０９ ２３７,７３２ ３５,６００ ７,０２０県　計

福井市
敦賀市
小浜市
大野市
勝山市
鯖江市
あわら市
越前市
坂井市
永平寺町
池田町
南越前町
越前町
美浜町
高浜町
おおい町
若狭町
政令市計
その他の市計
町村計

１６,２４１
５,１３９
２,６２９
１,２１５
１,４５１
４,５１０
２,１４９
６,８２０
６,０４５
１,１６７
１８８

１,１２６
４,３８１
６９３
７７８
６８４

１,１９３
０

４６,１９９
１０,２１０

７２,２０２
１８,６５３
１０,０３５
１４,４５６
９,６４９

１８,４２９
８,４１６

２２,６７５
２６,４６９
６,８６５
１,３０６
４,４４３
６,５０８
３,９８１
３,８５３
３,５４７
６,２５５

０
２００,９７４
３６,７５８

１２,０７４
３,８５８
１,７１０
１,０１５
１,０４６
２,４９９
１,２４５
３,６４８
４,６２３
７１６
１２０
４８０
５７０
４３２
４１７
４０２
７４５

０
３１,７１８
３,８８２

１,９２１
８０２
３２５
１５０
１５８
６０２
２６７
８０２
８９６
１６３
３０

１１５
２８５
１１１
１１６
１１７
１６０

０
５,９２３
１,０９７

民主党 自由民主党 日本共産党 幸福実現党

得票総数
２３７，７３２
５６，４０９
３５，６００
７，０２０

４７.７８
１６.０２
１０.８０
８.９３
５.８５
５.５７
１.４９
１.１２
０.６９
０.６４
０.６０
０.５０


